
 
 

令和 6 年 8 月 29 日 

国土交通省関東地方整備局 

企画部 

関東技術事務所 

 

「小規模工事で役立つＩＣＴ施工 現場体験会」を開催します 

～現場体験会の参加者を募集します～ 

 

関東地方整備局では、中小建設業への更なる ICT 施工普及拡大に向け、小規模工事におい

て活用される ICT 施工技術の現場体験会を開催します。 

【募集概要】 

・開催日時：第 1 回 令和 6 年 9 月 30 日（月） 10:00～12:00 

      第 2 回 令和 6 年 9 月 30 日（月） 13:30～15:30 

      第 3 回 令和 6 年 10 月 1 日（火） 10:00～12:00 

      第 4 回 令和 6 年 10 月 1 日（火） 13:30～15:30 

      ［各回定員 80 名 複数回参加可能］※各回の実施内容は同一です 

・開催場所：関東 DX･i-Construction 人材育成センター（千葉県松戸市五香西 6-12-1） 

・実施概要：小規模工事で役立つ最新のＩＣＴ施工技術（小型 ICT 建機、チルトローテータ

など）を活用した土工、構造物工。。。。。。。。。。  

・募集対象：ＩＣＴ施工に興味のある方（受発注者は問いません） 

・申込期間：令和 6 年 8 月 29 日（木）14:00～令和 6 年 9 月 27 日（金）17:00 まで 

・参加費用：無料。。。。。。。。。。 

・申込方法：別紙 URL または QR コードよりお申し込みをお願いします。 

・留意事項：参加人数によっては時間の都合により全てを体験できない場合があります。 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ 千葉県政記者会 神奈川建設記者会 埼玉県政記者クラブ 

横浜海事記者クラブ 

＜問い合わせ先＞ 

関東地方整備局 企画部 

電話：０４８－６００－１３４７（施工企画課） FAX：０４８－６００－１３８９ 

建設情報･施工高度化技術調整官 中島（なかじま） （内線：３１３２） 

施工企画課 課長補佐      古平（こだいら） （内線：３４５７） 

関東地方整備局 関東技術事務所 

電話：０４７－３８９－５１２１（代表）    FAX：０４７－３３０－６２７６ 

副所長              菅（すが）    （内線：２０５） 

施工調査･技術活用課長      服部（はっとり） （内線：３８１） 

 



関東技術

関東DX・i-Construction人材育成センターでは、現場実証フィール
ドで、小規模工事において活用されるＩＣＴ施工技術の体験会を行います。
この体験会では、小規模現場でも役立つＩＣＴとして、小型ＩＣＴ建機（Ｍ
Ｇバックホウ、排土板ＭＣなど）、スマホで出来形管理などの最新の技術
を活用して施工を行います。小規模工事でも役立つＩＣＴノウハウを間近
で体験できる「ICT施工現場体験会」にぜひご参加ください！

※各回の実施内容は、同一です。複数回参加可能です。
※関東地整ＨＰ（下記URL及びＱＲコード）より事前登録してください。(定員:各回80名)

10:00-12:009月30日（月）第１回
13:30-15:309月30日（月）第２回
10:00-12:0010月1日（火）第３回
13:30-15:3010月1日（火）第４回

小型建機でもＩＣＴ施工
建機に後付け可能なマシンガイダンス
小規模工事でも３次元設計が生きる

ミニの排土板MC
マシンコントロールで
上層路盤整正はお任せ

チルトローテータ
正対不要！不可能を可能に
施工時間を大幅短縮

簡単構造物施工
3次元での誘導で、二次製品
を簡単位置決め！

スマホで出来形
LiDARを使ったスマホ計測

小規模工事の出来形計測に最適

3次元現場管理
もうレベルはいらない！

小規模工事の出来形管理ツール

開催場所
関東DX･i-Construction人材育成センター
（関東技術事務所）
松戸市五香西6-12-1

映像展示 小規模土工に使えるICT トップランナーによるICT講習

事前登録制

https://www.ktr.mlit.go.jp/dx_icon/iconst_00003.html

【お問い合わせ】
見学会の内容、申込方法など詳細なお問い合せについ
ては下記へお願いします。

関東地方整備局 関東技術事務所
施工調査・技術活用課（ＩＣＴ担当）
TEL：０４７－３８９－５１24



■開催場所までのアクセス 公共交通機関でお越しください

■参考 ： 関東地整HP ICT施工HPのご案内

【交通】
ＪＲ武蔵野線 新八柱駅
新京成電鉄 八柱駅 下車

新京成バス②番乗り場
牧の原団地行き『建設技術展示館』下車

徒歩２分

問合せ アドバ
イザ

ＦＡＱ

講習会・セミナー
のご案内/申込み
はコチラから

資料集

ＩＣＴ施工関東地方整備局HP（TOP）より
https://www.ktr.mlit.go.jp/

小規模工事の手引きでは、体験会で紹介していない
ノウハウや技術も掲載しています。ご利用ください。 内製化の手引き

小規模工事の手引き

出来型管理の手引き

どの手引きもお勧めです。

本体験会の申込みはコチラ



STEP 1 まず３次元設計データを使ってみよう
施工プロセスの②

STEP 2 ICTの普段使いへ（3次元計測でレベルにさようなら）
施工プロセス②の応用

ICT活⽤⼯事に挑戦︕（断⾯管理と部分活⽤）
施工プロセスの②④⑤

点群を使ってみる（起⼯測量に挑戦）
施工プロセスの①②④⑤

STEP 3

STEP 4

STEP 5 ICT建機を導入して「フル活⽤」
施工プロセスの①②③④⑤

平面線形

縦断線形

横断構成

水平離れ

マーキング

従来（測量計算） ＩＣＴ（３Ｄデータ）

３次元設計データを、
自分で作ってみましょう。
表計算ソフトでも作れ
ます。

3次元設計データがあれば、事務所での事前計
算が不要で、現場管理が格段に楽になります。

実はICT活⽤⼯事は、断⾯管理でもOKで
す。さらに「簡易型ICT活⽤⼯事」の対象
⼯事なら起⼯測量もICT建機施⼯もしなく
ていいのです。
まずは、断⾯管理からICTに挑戦しましょう。

ICT断⾯管理に慣れてきたら、⾯管理にも挑戦し
てみてください。
UAV、TLSなどで、起⼯測量に挑戦しましょう。
⼟量の管理や、設計と現況の差分、設計照査が
楽になりますよ。

さあ、いよいよここまで来たら、ICT建機に設
計データを入れた施⼯もやってみましょう︕
いつの間にか、あなたもICT活⽤⼯事をフル
活⽤するトップランナーになっています。

段階的に始める、初めてのＩＣＴ施工
初めてのＩＣＴは、②④⑤から始めよう︕

①３次元起工測量

②３次元設計データ作成

③ICT建機による施工

④３次元出来形管理

⑤３次元データの納品・検査

■参考 ： 本資料を片手に体験会へ参加されると理解が深まります。

ICT施工の施工プロセス


